
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
の
国
立
中
央
古
文
書
館
に
、
Ａ
・
Ｆ
・
ポ

ー
ド
イ
ン
（
一
八
二
○
’
一
八
八
五
）
の
弟
、
Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ
ン

（
一
八
二
九
’
一
八
九
○
）
の
私
信
一
六
四
通
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
が
一
八
五
五
年
三
月
二
二
日
か
ら
一
八

七
四
年
二
月
三
○
日
の
間
に
、
バ
タ
ビ
ァ
、
香
港
、
出
島
、
兵

庫
、
ア
メ
リ
カ
、
横
浜
等
の
、
彼
の
商
業
活
動
で
の
長
期
海
外
出
張

中
、
本
国
の
兄
弟
へ
出
し
た
私
信
で
あ
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
紙
の
行
方
は
不
明
で
、
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る

も
の
は
、
第
三
者
が
タ
イ
プ
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
要
旨
で
あ
る

が
、
Ａ
三
判
で
百
頁
を
越
す
膨
大
な
量
の
手
紙
で
あ
る
。

年
度
別
で
は
一
八
五
五
年
八
通
、
五
六
年
二
通
、
五
七
年

一
四
通
、
五
八
年
一
五
通
、
五
九
年
一
九
通
、
六
○
年
七

通
、
六
一
年
四
通
、
六
二
年
九
通
、
六
三
年
二
通
、
六
四

年
六
通
、
六
五
年
三
通
、
六
六
年
七
通
、
六
七
年
一
二

ボ
ー
ド
ィ
ン
書
簡
に
つ
い
て
（
第
一
報
）

＊
１
＊
２

○
石
田
純
郎
Ｈ
・
ポ
イ
ヶ
ル
ス

通
、
六
八
年
三
通
、
六
九
年
二
通
、
七
○
年
六
通
、
七
一
年

二
通
、
七
二
年
七
通
、
七
三
年
五
通
、
そ
し
て
一
八
七
四
年

四
通
で
あ
る
。

こ
の
内
、
日
本
か
ら
発
信
さ
れ
た
手
紙
は
、
一
八
五
九
年
四
月

四
日
か
ら
、
一
八
七
四
年
二
月
三
○
日
に
至
る
約
二
○
通
で
あ

ヲ
（
》
Ｏ

そ
し
て
、
こ
の
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
要
旨
に
は
、
す
で
に
索
引
が
つ

い
て
い
て
、
こ
の
手
紙
に
出
て
来
る
来
日
オ
ラ
ン
ダ
医
関
係
者
の
名

前
と
回
数
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
四
一
回

ブ
ッ
ケ
マ
三
回

ブ
ッ
ケ
マ
ー
ッ
ワ
ー
テ
ル
（
ブ
ッ
ヶ
マ
夫
人
）
七
回

フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
五
回

ド
ン
デ
ル
ス
（
ウ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
生
理
学
教
授
）
三
回

エ
ル
メ
レ
ン
ス
一
回

ハ
ラ
タ
マ
九
回

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ヘ
ー
デ
一
回

伊
東
一
回

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
一
一
回
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松
本
（
冨
画
冒
目
。
茸
。
）
一
回

メ
ー
エ
ル
一
回

緒
方
惟
準
（
○
冨
衝
）
二
回

ボ
ン
・
へ
一
四
回

Ｆ
・
士
・
ロ
イ
ト
ル
（
岡
山
藩
医
学
館
）
一
○
回

Ｊ
・
士
・
ロ
イ
ト
ル
（
開
拓
使
仮
学
校
）
二
回

ポ
ー
ド
イ
ン
書
簡
は
、
古
い
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か
れ
て
い
る
の

で
、
読
む
の
が
困
難
で
あ
る
が
、
複
数
の
協
力
者
の
手
で
、
現
在
翻

訳
と
意
味
づ
け
が
進
行
中
で
あ
る
。

現
在
ま
で
に
判
読
し
た
興
味
深
い
内
容
を
列
挙
す
る
。

Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ソ
は
一
八
六
二
年
一
○
月
二
八
日
午
後
三
時

（
文
久
二
年
九
月
六
日
）
に
、
上
海
か
ら
コ
ロ
ン
ビ
ア
丸
で
長
崎
へ
着
い

た
。
入
れ
替
り
に
、
二
月
一
日
（
九
月
一
○
日
）
ボ
ン
。
へ
は
長
崎
を

発
っ
た
。
（
一
八
六
二
年
一
○
月
三
一
日
付
）

文
久
三
年
の
正
月
に
は
、
Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ソ
は
八
日
間
正
月

休
み
を
も
ら
っ
た
。
（
一
八
六
三
年
二
月
二
七
日
付
）

文
久
三
年
四
月
頃
、
騒
然
と
し
た
社
会
情
勢
の
中
、
長
崎
の
医
学

校
は
し
ば
ら
く
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
（
一
八
六
三
年
六
月
一
八

日
付
）

Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
は
、
自
分
の
カ
メ
ラ
で
長
崎
の
写
真
を
と

っ
た
。
（
一
八
六
五
年
一
○
月
一
○
日
付
）

慶
応
二
年
一
二
月
か
ら
、
二
’
三
カ
月
間
の
、
Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド

イ
ン
の
日
本
脱
出
は
、
従
来
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
、
オ
ラ
ン
ダ
へ

の
一
時
帰
国
で
な
く
、
ジ
ャ
ワ
の
尋
ハ
タ
ビ
ア
旅
行
で
あ
っ
た
。
（
一

八
六
六
年
二
月
五
日
付
、
一
八
六
七
年
三
月
二
○
日
付
）

慶
応
三
年
五
月
の
オ
ラ
ン
ダ
帰
国
は
、
Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ
ン

は
、
最
初
は
ア
メ
リ
カ
廻
り
で
帰
国
の
予
定
で
あ
っ
た
。
（
一
八
六

七
年
五
月
一
四
日
付
）

明
治
新
政
権
は
、
慶
応
四
年
一
月
中
旬
よ
り
、
Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド

イ
ン
の
再
来
日
を
待
っ
て
い
た
が
、
彼
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
ず
っ
と

い
た
。
（
一
八
六
八
年
一
○
月
一
七
日
付
、
一
八
六
八
年
一
二
月
三
一
日

付
）

エ
ル
メ
レ
ン
ス
は
、
お
そ
く
と
も
明
治
三
年
五
月
一
四
日
ま
で
に

は
、
兵
庫
に
到
着
し
た
。
（
一
八
七
○
年
六
月
一
二
日
付
）

Ｆ
・
デ
・
ロ
イ
ト
ル
は
酒
乱
で
あ
っ
た
。
（
各
所
）

幕
末
の
長
崎
、
横
浜
で
は
日
本
人
に
よ
る
掠
奪
の
た
め
の
、
外
人

施
設
へ
の
放
火
が
横
行
し
た
。
（
各
所
）

長
崎
で
、
船
か
ら
輸
入
品
を
下
す
際
に
、
人
夫
の
抜
荷
が
目
立
つ
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た
。
（
各
所
）

（
率
１
三
菱
水
島
病
院
＊
２
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
史
学
）

一
九
三
六
年
五
月
三
十
一
日
、
中
国
の
文
豪
魯
迅
は
、
上
海
市
虹

口
区
の
自
宅
で
、
ア
メ
リ
カ
人
医
師
ト
ー
マ
ス
．
Ｂ
・
ダ
ン
（
昌
。
９
画
吻

雷
冒
胃
己
匡
目
昌
）
の
診
察
を
受
け
た
。
こ
の
診
察
は
、
魯
迅
が
作
品

「
死
」
を
執
筆
す
る
契
機
に
な
っ
た
点
で
重
要
な
事
件
で
あ
っ
た
の

に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
人
医
師
ト
ー
マ
ス
。
Ｂ
・
ダ
ン
に

つ
い
て
ほ
と
ん
ど
何
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

演
者
は
、
ア
メ
リ
カ
医
師
会
を
は
じ
め
関
係
者
の
好
意
に
よ
り
、

ト
ー
マ
ス
。
Ｂ
・
ダ
ン
の
経
歴
を
か
な
り
の
程
度
に
ま
で
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
ま
だ
調
査
は
続
行
中
で
あ
る
が
、
現
在

ま
で
に
判
明
し
た
と
こ
ろ
を
報
告
し
た
い
。

ト
ー
マ
ス
。
Ｂ
・
ダ
ン
は
、
一
八
八
六
年
五
月
五
日
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ベ
ン
チ
ュ
ー
ラ
に
生
ま
れ
た
。
父
は
、

ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ロ
デ
ィ
ー
・
ダ
ン
、
母
は
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
マ
ッ
ケ

イ
で
、
両
親
と
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
で
あ
っ
た
。

医
師
ト
ー
マ
ス
Ｂ
・
ダ
ン
の
経
歴

泉

彪
之
助
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